
塵劉

第
二
十
三
巻
　
第
四
號

（
通
巻
第
九
十
二
號
）

昭
和
十
三
年
十
月
登
行

究

東
本
願
寺
の
猫
立
に
つ
い
て

〈．

王）

辻

善
　
之
　
助

・
こ
の
悶
題
に
つ
い
て
滅
べ
る
爲
め
に
巨
、
先
づ
東
繭
本
願
寺
分
立
の
原
因
れ
る
、
天
正
貰
年
、
本
願
寺
と
園
長
の
和
睦
の
始
宋
、
教
如
再
三
の
事
箭
に

つ
い
て
考
へ
、
顯
…
加
点
蟻
溝
の
論
…
討
に
つ
い
て
蓮
べ
れ
ば
な
ら
・
ぬ
Q
　
こ
れ
■
に
．
つ
い
て
に
、
、
昨
昭
和
十
一
一
年
秋
、
　
史
學
硬
究
禽
慌
八
ん
轡
に
お
い
て
、
大
略
な
蓮
べ

六
の
で
あ
っ
六
〇
然
る
に
、
常
節
速
記
が
な
か
つ
れ
爲
め
、
　
A
コ
、
新
に
、
紮
準
た
激
四
っ
て
、
稿
な
起
さ
れ
げ
h
な
ら
ぬ
が
、
鶴
韻
る
長
丈
に
な
る
べ
く
、
・
原
稿
期
良

燐
迫
の
秘
め
、
そ
の
邊
な
き
に
よ
り
、
そ
の
問
題
に
つ
い
て
江
、
夏
に
勉
臼
た
期
す
る
こ
と
と
し
、
践
に
ほ
、
敏
如
愚
落
後
、
束
本
願
寺
の
蜀
立
に
至
る

問
の
事
情
に
つ
い
て
蓮
べ
よ
う
と
思
ふ
○

　
本
丈
の
中
に
、
爾
本
願
考
た
、
束
或
ば
瀬
と
詑
す
艮
、
睡
ぴ
易
い
欝
め
の
鍵
宜
上
携
ふ
る
も
の
で
あ
ろ
。

　
　
　
東
本
願
嵜
の
燭
立
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
鑛
工
士
二
巻
第
四
號
　
六
三
七



　
　
　
　
東
本
願
北
》
の
繍
課
凱
に
つ
い
で
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
一
二
門
口
　
第
楓
M
號
　
　
　
志
ハ
三
八

　
　
　
　
　
　
　
【
、
關
ケ
原
案
後
楽
如
の
家
康
訪
問
と
家
康
の
東
本
願
寺
取
立
の
傳
説

　
さ
き
に
文
緑
二
年
、
・
敷
如
は
、
秀
吉
の
命
に
よ
り
、
退
懸
を
鯨
儀
な
く
せ
ら
れ
、
本
願
寺
の
裏
方
と
亡
し
て
、
隠
居

の
身
分
と
な
っ
た
。
年
維
て
、
秀
吉
は
案
じ
、
尋
い
で
、
徳
川
氏
と
、
之
に
反
抗
す
る
も
の
の
問
に
、
軋
礫
が
起
っ
て

天
下
の
形
勢
は
穏
か
な
ら
す
。
慶
長
五
年
、
上
杉
景
勝
は
藤
津
に
鶴
っ
て
戦
備
を
整
へ
た
。
家
康
は
之
を
伐
た
ん
と
し

て
、
七
月
二
十
三
臼
下
野
小
山
に
着
き
、
石
盤
二
成
が
西
に
於
で
旗
を
揚
げ
た
こ
と
を
聞
き
、
引
き
か
へ
し
て
、
八
月

一
B
江
戸
に
三
つ
た
。

　
こ
の
時
、
敏
如
は
、
家
康
を
見
舞
の
爲
に
東
下
し
た
が
、
途
に
石
田
三
成
の
蕾
め
に
留
め
ら
れ
た
け
れ
ど
も
、
聴
か

す
し
て
・
直
蒙
康
の
許
径
つ
た
・
家
多
義
胤
冗
で
・
之
を
も
て
な
し
た
・
教
恕
更
に
秀
忠
を
欝
に
見
醤
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

う
と
し
た
が
、
家
康
が
、
そ
の
儀
に
は
及
ば
澱
と
て
、
之
を
止
め
て
鰭
蔵
せ
し
め
た
。
か
く
て
、
二
期
は
江
戸
を
嚢
し

て
、
触
る
途
中
、
石
田
方
の
爲
め
に
阻
ま
れ
た
け
れ
ど
も
、
岐
阜
の
織
田
秀
信
の
斡
旋
に
よ
っ
て
、
無
事
・
露
洛
す
る
こ

と
を
得
た
。

　
右
は
「
教
如
上
人
事
書
」
「
翻
粛
正
」
「
、
親
鷺
以
來
由
緒
書
…
「
本
願
寺
由
緒
記
≒
本
願
寺
轟
轟
≒
東
本
願
寺
由
緒
賂
記
」
等

東
方
の
書
に
見
え
る
所
で
あ
る
。
各
面
と
も
、
多
少
の
藪
術
潤
飾
等
は
あ
る
や
う
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
大
膿
に
於
て
、

か
や
う
な
事
實
は
、
在
っ
た
こ
と
と
認
め
て
差
支
な
か
ら
う
と
云
ふ
。

　
一
方
に
於
て
、
准
如
は
、
七
帰
七
口
京
を
出
て
、
十
日
江
州
佐
和
山
に
着
き
、
石
田
三
成
が
厚
く
之
を
饗
し
、
そ
れ



よ
り
面
に
露
途
に
着
い
た
。
（
こ
の
事
は
レ
西
本
腰
寺
に
聾
す
る
「
慶
長
御
日
証
」
に
見
え
る
。
こ
の
誹
は
、
三
か
訪
問
の

時
の
も
の
で
あ
る
。
「
教
如
上
人
事
書
」
「
白
鷺
以
來
由
緒
欝
」
「
翻
迷
集
」
門
、
本
願
寺
系
圖
」
「
東
本
願
寺
由
緒
略
記
」
「
金

鍮
記
し
「
大
谷
本
願
寺
嫡
庶
實
記
」
等
、
東
西
の
孚
に
瀾
す
み
書
に
は
、
東
派
の
も
、
西
派
の
も
、
何
れ
も
、
碧
羅
は
更

に
東
閣
へ
猿
か
う
と
t
た
が
、
途
中
岡
蒲
よ
り
引
返
し
た
と
あ
る
は
誤
で
あ
る
。
）

　
こ
の
蒔
の
事
を
書
い
た
も
の
は
、
多
く
は
、
敏
如
も
准
劇
職
二
三
之
も
、
家
康
を
見
舞
は
う
と
し
た
が
、
教
如
は
三

成
の
止
め
る
の
を
聴
か
す
し
て
關
東
に
往
き
、
准
如
は
三
成
の
言
に
よ
っ
て
留
ま
っ
た
と
あ
る
。
（
績
兵
家
茶
謡
等
）

　
東
方
の
書
に
は
、
・
之
を
以
て
、
三
斜
が
三
成
に
蕪
し
元
の
で
あ
る
と
い
ひ
、
そ
れ
よ
り
惹
い
て
、
扇
面
直
後
、
安
國

寺
恵
慶
が
、
隣
本
願
寺
話
中
端
ノ
坊
に
於
て
捕
は
れ
た
こ
と
を
の
べ
て
、
以
て
西
本
願
寺
が
三
成
に
窯
し
た
と
い
ふ
こ
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

と
を
敷
衡
し
て
居
る
。

　
そ
の
所
説
に
は
門
頗
る
潤
飾
が
多
く
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
大
綱
に
於
て
．
爾
者
が
各
そ
の
槽
ふ
所
を
異
に
し
た
の

は
事
實
で
あ
ち
う
。
蓋
し
、
當
時
、
天
下
の
勢
力
ぱ
二
に
分
れ
、
そ
の
何
れ
に
就
く
べ
き
か
は
、
群
諸
侯
の
総
べ
て
が

頭
を
懸
ま
し
た
問
題
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
敏
如
、
礁
如
の
如
き
も
、
こ
の
際
に
あ
っ
て
、
各
そ
の
贈
る
所
を
異
に
し
、

一
は
家
康
に
從
ひ
、
一
は
三
成
に
同
情
し
た
の
も
亦
怖
む
べ
き
こ
と
で
は
な
い
■
。
r
而
し
て
、
教
如
の
機
略
に
長
じ
た
こ

と
は
、
石
山
戦
雫
の
際
舵
も
知
ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
今
家
康
の
勢
力
を
見
て
、
之
に
附
い
た
こ
と
は
、
當
に
然
る
べ

き
こ
と
で
あ
る
。
か
く
て
敏
如
は
、
驕
原
戦
後
、
家
康
が
大
津
に
來
た
蒋
に
、
往
い
て
之
に
謁
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
｛
県
西
繍
隅
出
寸
の
濁
凶
乱
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飽
窯
…
十
三
巷
　
　
第
一
四
號
　
　
　
山
ハ
三
九



　
　
　
　
束
本
願
噂
の
欄
立
に
つ
炉
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
策
二
十
三
巻
　
第
四
號
　
　
六
四
〇

　
所
謂
家
康
の
東
本
願
寺
敢
立
の
傳
説
は
、
薯
こ
、
ζ
老
の
端
を
畿
す
る
の
で
あ
る
。
今
姑
く
、
そ
の
傳
醗
に
つ
い
て
聴

い
て
み
よ
う
ゆ
そ
の
旧
説
は
、

　
一
、
激
如
が
家
簾
を
江
戸
に
見
舞
つ
た
蒔
に
、
家
康
は
之
に
秘
密
の
内
旨
を
授
け
た
。
そ
れ
鳳
、
一
に
は
、
上
方
の
一

向
騒
動
姦
が
毒
、
二
に
は
、
峯
君
よ
そ
課
題
を
起
t
て
、
家
康
を
助
け
し
め
よ
う
と
し
た
。
（
糠
礁
舳
二

三
翻
三
三
四
三
）

　
二
、
家
康
は
、
大
津
に
於
て
数
如
に
會
し
、
彼
の
駕
功
に
本
願
寺
の
住
持
職
を
與
へ
よ
う
と
し
た
が
、
徴
如
が
之
を

擁
し
た
に
よ
り
“
慶
長
七
年
二
月
に
至
り
、
後
風
成
天
皇
の
御
裁
可
を
輝
て
、
賃
量
七
條
の
鷺
烏
九
に
方
四
町
の
地
を

饗
別
三
寺
蓬
て
し
め
、
三
河
以
東
の
信
徒
を
之
に
附
響
し
め
、
三
月
九
月
、
難
は
佳
職
と
な
っ
た
。
。
の

家
褒
は
、
爲
め
に
、
厩
至
妙
安
寺
に
安
置
せ
る
事
事
自
作
の
木
像
を
取
り
よ
せ
、
之
を
寄
附
し
た
。
か
く
て
、
本
願
寺
は

二
に
分
葵
の
で
あ
・
。
（
親
鷺
以
來
由
緒
書
、
数
如
上
入
事
書
、
本
諸
寺
系
圃
、
、
本
願
寺
磁
緒
認
、
東
本
願
毒
由
緒
略
記
、
來
本
纐
寺
家
譜
等
大
意
審
鋤
…
）

　
三
、
本
願
寺
の
爾
分
は
、
本
多
正
信
の
献
策
ζ
よ
る
こ
と
で
、
家
康
は
そ
の
宗
教
政
策
の
上
よ
り
考
へ
て
、
本
願
寺

勢
力
分
割
の
駕
め
に
、
そ
の
策
に
從
う
元
の
で
碧
。
（
麟
灘
鴨
纏
が
撮
螺
舗
謬

　
今
こ
れ
等
の
傳
説
が
、
r
果
t
て
事
の
眞
相
を
得
た
あ
や
否
や
を
批
沸
せ
ん
諭
す
ゐ
仁
鴬
っ
て
↓
先
づ
慶
長
七
年
東
本

願
寺
取
立
が
事
實
で
あ
る
や
否
や
に
つ
い
て
考
へ
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
二
、
慶
長
七
年
家
康
の
東
本
願
寺
取
立
は
事
實
π
．
り
や



　
慶
長
七
年
、
康
本
願
寺
取
立
に
糊
す
る
引
落
は
、
右
に
蓮
べ
た
通
で
あ
る
。
然
ら
ば
、
之
を
謹
明
す
べ
き
確
實
な
る

材
料
あ
り
ゃ
と
い
ふ
に
、
遺
憾
な
が
ら
、
こ
れ
無
し
と
い
ふ
よ
り
外
は
な
い
。

　
一
、
男
時
の
日
記
類
に
見
え
な
い
こ
と
。
公
家
武
家
を
通
じ
て
、
當
蒋
の
實
録
に
は
、
全
く
そ
の
影
も
見
え
な
い
。

卯
時
の
實
録
と
い
へ
ば
、
日
・
＼
御
湯
殿
上
臼
記
、
曰
く
當
代
記
、
曰
く
慶
長
見
聞
録
案
紙
、
曰
く
鹿
苑
日
録
、
曰
く

義
演
准
后
臼
記
、
惹
く
山
科
言
維
卿
記
、
曰
く
西
洞
院
時
慶
卿
記
等
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
記
録
に
つ
い
て
、
仔
細
に
黙

検
し
て
見
る
に
、
終
に
、
東
本
願
寺
取
立
に
驕
す
る
記
事
を
登
臨
し
得
な
い
の
み
な
ら
す
、
却
て
涙
管
が
省
営
居
の
身

分
で
あ
っ
た
こ
と
を
澄
す
べ
き
材
料
が
多
い
。
（
そ
れ
は
後
に
蓮
べ
る
。
）

　
二
、
「
大
谷
派
本
願
寺
日
紀
」
は
、
東
本
願
寺
自
ら
の
臼
記
で
あ
る
。
而
し
て
そ
れ
の
慶
長
七
年
の
條
に
、
其
取
立
の
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
曳

こ
と
ば
兇
え
な
い
。
（
妙
安
寺
木
像
の
移
徒
の
事
は
あ
る
。
そ
れ
は
後
に
蓮
べ
る
。
）

　
三
、
家
康
の
取
立
が
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
之
に
蔵
す
る
交
書
が
あ
り
さ
う
に
思
は
れ
る
。
而
し
て
大
谷
寺
誌
に

は
、
そ
の
爲
め
の
交
書
二
通
が
載
せ
て
あ
る
。
そ
の
交
に
曰
く
、

　
　
徳
川
家
康
公
嫡
家
取
立
二
付
、
諸
國
へ
廻
丈
、

　
　
一
本
願
寺
嫡
家
敏
如
御
房
事
、
依
不
幸
、
爲
閑
居
之
趣
、
痛
激
令
存
候
、
依
之
、
此
度
以
格
別
、
本
願
寺
爲
嫡

　
　
流
、
一
驚
令
住
職
，
諸
國
寺
院
欝
欝
、
予
爲
同
心
、
敏
活
御
厨
於
錦
依
者
、
可
爲
本
望
候
、
依
使
僧
同
志
（
室
了
）

　
　
可
三
三
沙
汰
者
也
、

　
　
　
　
二
本
畷
寺
の
覇
立
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
巷
篁
隅
號
　
六
四
一



束
牢
願
寺
の
欄
立
に
つ
い
て

慶
長
七
年
十
月

策
ニ
ナ
瓢
｝
巻
　
　
轄
耀
八
隅
號
　
　
　

轟ハ

sｯ

源
　
　
　
　
家
　
　
康
御
到

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

右
之
審
議
爲
郷
鷺
洲
、
全
以
台
命
不
淺
御
事
諮
問
、
諸
繍
僑
俗
筆
信
之
輩
、

間
、
可
被
得
其
意
、
猶
委
者
西
方
寺
織
達
可
有
也
、

敏
如
御
房
於
蠕
依
、
　
可
奉
癒
公
命

本
多
佐
渡
守

　
　
　
　
　
正

信
　
劉

　
　
　
　
　
　
　
諸
國
寺
院
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
　
徒
　
申
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
大
谷
紫
野
は
、
明
治
三
十
四
年
、
東
本
願
寺
の
鈴
木
信
雄
氏
の
駕
す
る
所
の
も
の
で
あ
る
が
、
先
年
右
の
丈
書
原

本
の
存
否
を
閣
合
せ
た
け
れ
ど
も
、
有
無
の
返
事
ば
明
か
で
な
か
っ
た
。
然
し
な
が
ら
、
こ
の
丈
書
が
、
江
戸
時
代

傘
ば
以
後
の
侮
作
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
文
言
よ
り
見
て
明
か
で
あ
る
。
酬
々
之
を
辮
す
る
も
愚
な
る
に
似
た
こ
と

で
は
あ
る
が
、
試
に
い
ぱ
や
、
　
、
諸
國
へ
の
二
女
」
と
い
ふ
こ
と
、
「
敏
如
御
房
」
の
語
、
正
信
の
添
歌
に
「
台
命
不
淺
」

な
ど
あ
る
こ
と
、
何
れ
も
遙
か
後
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
署
し
て
居
る
。
｝
、
大
谷
本
願
寺
嫡
庶
實
記
」
に
よ
れ
ば
、

既
に
享
保
十
五
年
に
於
て
、
か
や
う
な
文
書
は
存
し
て
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
即
ち
享
保
十
五
年
正
帰
、
寺

　
耽
奉
行
土
岐
丹
披
守
よ
り
、
淺
草
輪
番
へ
、
東
本
願
寺
取
立
の
由
緒
に
つ
い
て
、
家
塵
よ
り
頂
戴
の
墨
附
が
あ
る
か



　
と
尋
ね
た
に
つ
い
て
、
輪
番
か
ら
、
京
都
本
山
へ
伺
の
上
、
墨
附
と
申
す
も
の
は
無
い
と
答
へ
た
と
あ
る
。
さ
れ
ば

　
右
の
二
通
は
、
そ
れ
以
後
に
作
ら
れ
だ
も
の
で
あ
ら
う
。

四
、
家
康
の
木
像
寄
附
に
蘭
す
る
妙
安
寺
交
書

　
東
本
願
寺
取
立
と
い
ふ
に
つ
い
て
、
妙
安
寺
よ
り
親
鶯
木
像
を
取
寄
せ
た
蒋
の
丈
書
は
、
妙
安
寺
に
そ
の
爲
を
罪
し

て
居
る
。
そ
の
文
に
曰
く
、

　
本
願
寺
取
立
二
黒
、
貴
寺
安
農
有
之
解
櫛
鷺
聖
人
自
作
御
影
、
門
跡
御
所
望
之
露
、
可
被
指
言
置
、
内
府
殿
御
喜
慌

　
被
思
召
候
、
欝
欝
蓮
可
被
進
之
旨
、
今
度
好
篇
使
被
聡
叡
候
、
依
之
、
御
紋
幕
被
蓋
、
自
今
御
紋
被
下
之
候
、
勝
手

可
被
相
用
候
、
弱
執
達
如
件
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
慶
長
七
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
多
佐
渡
守

　
　
　
　
　
三
月
九
臼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
儒
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
上
野
國
厩
橋
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
妙
安
寺
御
坊

　
　
妙
安
寺
に
は
、
右
の
丈
書
の
原
本
は
湿
し
て
居
な
い
。
明
治
維
新
後
、
本
山
へ
取
よ
せ
ら
れ
て
、
返
さ
れ
な
い
と

　
寺
で
は
い
う
て
居
る
。
黒
藻
繋
留
笹
書
（
更
生
編
纂
所
々
藏
）
に
は
、
こ
の
選
書
の
影
為
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
見

　
る
に
、
書
風
は
當
時
の
も
の
で
は
な
く
、
鞘
降
っ
た
頃
の
も
の
で
あ
る
。
且
文
句
の
中
に
、
「
彌
早
遽
可
被
進
之
旨
」

　
　
　
　
東
塞
願
瀞
守
の
蜘
蜘
点
鳳
－
・
↑
ハ
ツ
い
イ
㍉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
婚
増
一
一
幸
瓢
～
巻
　
　
静
四
四
號
　
　
　
論
ハ
四
一
鵡



　
　
　
東
本
鷹
麟
寺
（
り
蜀
点
漁
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
工
一
三
巻
　
　
鱈
耀
凶
號
　
　
　
山
踏
圃
門
闘

と
か
「
御
r
紋
幕
」
云
々
と
か
、
ま
た
「
彷
執
達
如
件
」
な
ど
ど
あ
る
は
、
全
く
膿
を
成
さ
す
、
疑
は
し
い
も
の
で
あ
る
ゆ

妙
安
寺
に
は
、
爾
之
に
關
…
聯
す
る
文
書
凡
そ
十
黙
を
塗
し
て
居
る
。
齢
ち
、

一、

�
試
l
口
．
下
闇
按
察
使
法
橋
（
頼
龍
）
書
欺

　
　
關
山
木
像
差
上
ぐ
べ
き
潔
藤
妙
に
思
召
さ
る
、
よ
り
て
其
代
り
と
し
て
、
蓮
如
上
右
筆
等
身
御
影
を
下
す

　
と
い
ふ
書
で
あ
る
。

二
、
五
月
二
十
七
日
、
横
田
河
内
守
重
忠
（
本
願
寺
支
宮
）
書
駿

　
さ
き
の
本
多
正
信
の
奉
書
に
つ
い
て
、
「
禰
下
墨
串
、
可
爲
上
洛
」
の
冒
を
告
げ
た
も
の
で
あ
る
。

三
、
八
月
二
日
下
問
按
察
使
書
駿

　
准
如
よ
り
も
、
妙
安
寺
の
木
像
を
望
ん
だ
に
点
て
、
奉
安
寺
は
之
を
家
康
に
伺
っ
た
庭
、
「
承
引
有
之
稲
敷
」
旨
仰
せ

　
ら
れ
龍
に
よ
り
、
六
趣
を
返
答
に
及
ん
だ
由
を
聞
い
て
、
教
如
に
点
て
も
安
心
し
た
と
い
ふ
惹
味
の
も
の
で
あ
る
。

四
、
八
月
十
二
臼
酒
非
河
内
守
宛
数
如
書
状

　
心
安
寺
の
木
像
所
望
に
つ
い
て
、
取
持
を
請
ふ
も
の
で
あ
る
。
酒
井
河
内
守
重
忠
は
厩
橋
城
主
で
あ
る
〇

五
、
霜
月
晦
臼
妙
安
寺
宛
下
間
頼
龍
書
欺

、
木
像
上
せ
申
す
べ
き
由
、
紳
妙
に
思
召
さ
る
云
々
の
書
で
あ
る
。

六
、
八
年
三
月
七
臼
妙
安
寺
繹
成
室
宛
敏
回
書
駿



　
　
木
像
を
守
り
上
洛
せ
し
む
る
條
、
紳
妙
の
至
り
で
あ
る
、
共
寺
の
義
永
く
疎
賂
・
あ
る
べ
か
ら
す
と
い
ふ
も
の
で
あ

　
　
る
。

　
七
、
ゴ
一
月
十
六
口
、
右
に
封
ず
る
下
問
按
察
使
の
添
状

　
八
、
四
月
二
十
日
、
酒
非
河
内
守
家
老
高
須
繰
入
宛
横
田
河
内
叢
書
歌

　
　
木
像
上
洛
遷
座
滞
な
く
濟
ん
だ
こ
と
を
知
ら
せ
た
も
の

　
九
、
・
甲
六
月
六
罠
下
閥
治
郎
卿
法
橋
等
五
人
連
署
朕

　
　
貴
寺
格
別
の
由
緒
に
つ
き
、
堂
向
御
本
山
の
通
御
免
成
さ
る
と
い
ふ
趣
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
一
〇
、
蓮
如
筆
親
鷺
等
身
御
影
寛
永
十
一
年
三
月
十
五
臼
千
官
裏
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

　
　
さ
き
に
木
像
の
代
り
と
し
て
、
敏
如
よ
り
下
し
た
も
の
の
裏
書
で
あ
る
。

　
こ
の
十
黙
の
申
に
は
疑
は
し
い
も
の
も
多
く
あ
る
が
、
確
か
な
も
の
も
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
そ
れ
等
は
、
何
れ
も

　
た
“
木
像
取
り
よ
せ
と
い
ふ
こ
と
を
澄
明
す
る
の
み
で
、
慶
長
七
年
本
願
寺
取
立
の
、
謹
糠
に
は
な
ら
な
い
。

以
上
示
す
所
に
よ
れ
ぜ
、
家
康
の
東
本
願
寺
取
立
と
い
ふ
こ
と
は
、
起
だ
傳
説
に
過
ぎ
な
い
こ
と
で
、
事
實
で
な
い
。

然
ら
ば
、
當
時
の
事
實
の
眞
相
は
如
何
。

　
　
　
　
　
　
　
三
、
東
本
願
寺
濁
立
の
事
實
に
つ
い
て
の
考
按

一、

c
長
八
年
の
頃
に
於
い
て
、
敏
如
が
所
謂
裏
方
の
住
居
よ
り
畠
で
て
、
別
に
一
疋
を
建
立
し
た
こ
と
は
事
實
で
あ

　
　
　
　
東
本
副
寺
の
蜀
立
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舞
ニ
ナ
三
巻
　
第
四
號
　
　
六
闘
薫



東
本
願
寺
の
稠
立
に
つ
い
て

㎞
弟
二
十
三
巻
　
　
撹
一
閃
州
號
　
　
　
山
ハ
閃
黛
ハ

　
る
○

大
谷
派
本
願
寺
日
記
及
び
貫
宗
年
表
に
よ
れ
ば
隔
八
年
二
月
二
十
四
日
假
御
影
堂
成
就
、
つ
い
で
九
年
躍
月
・
十
四
臼
御

影
堂
地
築
始
ま
り
、
九
月
十
六
臼
に
は
御
影
鴬
三
冠
あ
う
、
十
月
三
日
に
は
移
管
の
能
が
催
さ
れ
だ
。
大
谷
派
本
願
寺

日
記
に
、

　
慶
長
議
九
年
∴
ル
m
月
廿
五
周
目
、
諸
國
物
潜
勢
・
王
血
承
へ
御
振
糊
懲
枯
上
下
候
、
御
堂
｛
へ
締
稼
銀
漏
、
御
能
簸
鯉
ム
欝
撤
恢
子
被
倫
揮
付
候
、

　
十
月
三
日
御
能
、
御
所
檬
、
督
檬
、
御
竃
晃
燃
糠
、
各
一
子
ノ
内
，
公
家
衆
何
∵
茂
方
々
ヨ
ソ
御
寓
、

と
あ
り
。
之
に
照
慮
す
る
も
の
と
し
て
、
覆
洞
院
時
慶
卿
記
に
、

＋
月
三
犠
少
納
貰
・
信
門
へ
移
徒
ノ
蜷
物
簸
呼
テ
・
農
産
・
　
　
　
　
　
　
恥

こ
れ
に
由
て
槻
れ
ば
、
敏
如
が
一
毛
を
溺
修
し
て
、
之
に
徒
つ
た
こ
と
は
事
實
で
あ
る
。

二
、
妙
安
寺
よ
り
、
親
鷲
木
像
を
迎
へ
だ
こ
と
も
事
實
で
あ
る
。

大
谷
派
本
願
寺
日
記
に
、

　
八
年
正
月
三
臼
、
朝
御
勤
過
、
馳
駅
灘
翫
鶴
測
畷
難
ハ
八
ッ
孚
蒔
、
聖
人
細
隙
影
藤
京
着
、
御
所
襟
御
堂
橋
通
産
御
迎
二

御
成
、
、
其
儘
御
傳
間
二
獅
鰹
御
勤
、

と
あ
る
。
前
に
列
べ
た
妙
安
二
丈
書
の
申
、
若
干
は
之
と
事
事
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

三
、
幕
府
よ
り
、
寺
の
境
内
を
定
め
ら
れ
た
こ
と
も
事
實
で
あ
ら
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
西
派
の
書
、
表
裏
問
答
、
金



鍮
記
な
ど
に
、
傳
説
を
載
せ
て
屠
る
。
今
便
宜
駅
馬
単
記
の
文
を
左
に
引
用
し
ょ
う
。

　
本
多
佐
渡
守
大
毒
現
へ
申
上
ラ
ル
・
ヤ
ウ
、
此
一
手
ヲ
以
プ
、
敏
如
へ
別
二
境
内
ヲ
ッ
カ
バ
テ
レ
、
雨
家
ニ
ナ
シ
テ

　
ヲ
カ
レ
サ
フ
ラ
バ
ハ
、
天
下
ノ
御
仕
置
ノ
爲
ニ
モ
ヨ
ロ
シ
カ
ル
ヘ
キ
ト
存
ス
ル
子
細
ヲ
申
上
ラ
レ
シ
カ
バ
、
最
ト
思

　
召
シ
、
京
ノ
所
司
代
板
倉
輿
左
衛
門
鞭
附
繊
加
藤
喜
左
衡
量
爾
入
ヨ
ソ
、
境
内
ヲ
ワ
タ
テ
レ
候
キ
テ
ミ
、
本
願
寺
領

　
分
大
閤
御
山
氷
印
ノ
内
聞
ヲ
、
瀬
町
ユ
∴
ハ
町
・
ウ
チ
テ
…
兇
ラ
レ
テ
、
傍
二
小
ノ
惜
顎
ヰ
ヒ
鐸
シ
ト
テ
、
｝
幽
欄
桝
院
ノ
川
ノ
議
甲
二
二
二
小

　
テ
・
レ
ヶ
ソ
。
下
聞
刑
部
卿
醐
マ
カ
ソ
イ
テ
、
境
内
ノ
ヒ
ロ
キ
子
細
ハ
、
太
閤
ヨ
ソ
、
當
地
毛
領
ノ
時
、
御
門
跡
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舞

　
内
開
ハ
、
公
儀
ノ
海
道
、
大
宮
，
堀
川
、
抽
小
路
、
西
洞
院
、
新
町
五
通
ア
リ
ラ
、
田
道
ノ
分
ハ
、
御
門
跡
ノ
マ
マ

ニ
ナ
ζ
ζ
ア
婆
、
蓼
替
・
監
・
相
婆
へ
）
轟
琶
フ
レ
候
ユ
へ
、
忌
寸
ク
御
念
．
（
中
略
）
簡

　
右
ノ
趣
イ
ロ
ー
コ
ト
ハ
リ
申
ず
ル
レ
圧
、
加
藤
喜
左
衛
門
更
二
同
心
ナ
シ
。
板
倉
與
左
衛
門
ハ
、
虚
病
ヲ
イ
タ
シ

　
出
ラ
レ
ス
。
右
ノ
段
、
准
如
上
入
ヨ
ジ
御
三
ソ
悟
入
ラ
レ
シ
カ
バ
、
理
玉
兎
ノ
仕
合
沙
汰
ノ
限
ジ
ト
オ
ホ
シ
メ
ス
ト

　
テ
、
　
寛
隅
左
衡
閏
ロ
バ
切
腹
仰
付
ラ
レ
、
　
北
ハ
レ
ヨ
ジ
、
　
新
…
町
議
ジ
東
ノ
方
二
境
・
四
ヲ
ワ
タ
サ
レ
タ
リ
○

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
東
派
の
境
内
を
定
め
る
に
當
っ
て
、
西
派
の
寺
地
を
犯
し
た
と
い
ふ
の
で
、
加
藤
喜
左
衛
門
が
下
せ

ら
れ
、
死
を
賜
っ
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
之
を
寛
政
重
量
諸
家
譜
に
つ
い
て
見
る
に
、
「
ゆ
ゑ
あ
り
て
職
を
ゆ
る
さ
れ

蟄
居
せ
し
め
ら
れ
、
の
ち
ゆ
る
さ
る
」
と
あ
り
、
死
を
賜
っ
た
と
い
ふ
の
は
誤
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
當
時
本
願
寺

の
境
内
の
事
に
つ
い
て
、
紛
議
の
あ
っ
た
こ
と
は
事
實
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
東
派
の
嫌
な
る
下
瓦
集
、
親
鶯
以
來
由
緒

　
　
　
　
憲
小
本
職
颯
毒
の
覇
あ
皿
ド
轡
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
↓
一
一
鵡
巷
　
　
錦
四
葬
　
　
　
轟
ハ
闘
七



羅1認

累年こ
中
．
、
裏
方
境
内
地
割
嘉
節
、
板
倉
四
郎
右
衛
門
不
黙
思
計
之

正
年
申
と
あ
る
の
は
、
慶
蔓
年
中
の
談
で
あ
ら
う
。
板
倉
勝

が黙
四’
黒
雲
雷
門
と

配
し

な
の
は

v

八

慈

　
　
　
　
家
ぶ
繊
寺
の
朋
禦
鳳
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
巷
　
　
　
　
　
　
六
凶
入

書
、
本
願
寺
系
圃
な
ど
に
も
、
之
に
窮
す
る
記
事
が
あ
る
。
翻
ち
親
誓
言
來
由
緒
書
に
は
、
、

　
聖
蹟
檬
被
下
候
境
内
拝
領
仕
候
刻
、
加
藤
喜
左
衛
門
奉
行
ラ
7
被
相
器
候
所
、
被
背
本
慧
候
故
う
御
朱
印
ノ
表
二
、

　
寺
内
少
不
足
御
座
候
へ
共
、
奉
行
多
識
衡
門
引
込
被
申
薫
製
、
御
訴
訟
モ
不
罷
成
、
年
月
逡
候
所
、
當
御
代
被
聞
召

　
磁
、
心
、
度
新
地
舞
領
仕
候
、

と
あ
る
。
今
度
新
地
云
々
、
と
い
ふ
の
は
、
寛
永
度
に
寺
地
～
井
領
し
た
こ
と
を
い
ふ
も
の
、
や
う
で
あ
る
。
ま
た
餌
本
願

寺
席
書
に
は
、
こ
の
事
に
つ
い
て
、
板
倉
勝
重
か
ら
寺
地
の
事
に
つ
い
て
諒
解
を
求
め
た
書
状
が
あ
る
。
師
ち
、

　
御
書
恭
舞
見
仕
候
、
貴
寺
御
屋
敷
出
入
整
磁
、
先
日
も
直
黒
上
演
、
共
晶
、
境
之
襟
子
拙
者
不
存
候
故
，
御
無
沙
汰

　
罷
鮮
麗
、
各
御
屋
敷
御
嵩
群
衆
と
致
相
談
、
其
上
新
五
殿
迄
可
申
謡
講
、
此
等
之
激
烈
然
様
に
御
披
露
所
抑
候
、
恐

　
々
謹
露
、

　
　
　
二
月
十
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
板
禽
四
郎
右
糖
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勝
　
　
　
　
重
　
（
花
押
）

　
　
　
　
　
下
聞
刑
部
卿
法
印

〈｝，‘）一・　〉・



月
ま
で
の
事
で
、
そ
れ
以
後
は
伊
賀
守
と
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
　
こ
の
書
状
は
、
慶
畏
七
年
の
頃
の
も
の
で
あ
ら

う
。
こ
れ
等
を
併
せ
考
ふ
れ
ば
、
そ
の
頃
に
教
導
が
寺
地
を
賜
っ
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
聖
賢
と
見
て
差
支
な
い
。

，
以
上
記
す
所
を
総
括
す
れ
ば
、
慶
長
七
年
頃
に
於
て
、
敏
如
は
裏
方
住
居
よ
り
出
で
て
、
新
に
六
條
に
地
を
賜
は
り

之
に
新
寺
を
建
て
、
妙
安
寺
よ
り
木
像
を
迎
へ
た
と
い
ふ
こ
と
は
事
實
で
あ
ら
う
。
然
れ
ど
も
、
こ
の
義
塾
は
、
直
に

以
て
、
家
康
が
彼
を
取
立
て
、
一
派
蜀
立
を
許
し
π
と
い
ふ
こ
と
の
誰
糠
に
は
な
ら
な
い
。
駆
込
彼
が
一
派
掲
鳴
せ
す

し
て
、
膚
隠
居
で
あ
っ
た
澄
跡
は
、
左
に
掲
ぐ
る
所
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。

　
慶
長
年
代
に
慌
て
、
日
記
類
に
本
願
寺
と
稔
す
る
も
の
は
、
魚
座
如
方
を
指
し
、
教
如
方
の
こ
と
は
、
皆
楼
門
、
信

澤
院
、
或
は
裏
方
、
叉
は
隠
居
な
ど
と
淫
し
て
居
る
。
其
例
を
撫
・
ぐ
れ
ば
、

　
慶
長
七
年
に
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
山
科
善
飾
縄
卿
記
　
五
月
十
二
臼
、
本
願
寺
女
子
誕
生
也
，

　
　
十
五
欝
、
㎜
門
跡
御
上
人
へ
、
産
研
　
珍
一
璽
之
由
・
甲
了
、

之
を
本
願
寺
系
圃
に
つ
い
て
兇
る
に
、
左
の
通
で
あ
る
。

　
　
庵
蒙
鵬

；
女「

女
饗
儲
躍
馨
韓
縷
．
駈
翫
、

束
本
願
嵩
の
覇
立
に
つ
い
て

麓
〃
二
十
三
巻
　
　
餓
躍
閃
一
號
　
　
　
六
師
門
九

（13）



　
　
　
　
庶
｛
竃
・
駈
轟
り
の
難
帽
立
に
ウ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
餓
瀞
二
旺
丁
三
偽
聾
　
第
澱
什
器
脚
　
　
山
野
五
〇

こ
の
外
、
「
本
願
寺
上
入
」
云
々
と
い
ふ
記
事
も
あ
る
が
、
皆
斎
言
准
如
を
指
し
て
居
る
。

　
鱗
洞
院
時
慶
卿
記
　
五
月
廿
九
鷺
、
竹
門
ヨ
ヲ
（
中
略
）
篇
経
ノ
傘
御
使
ア
ソ
、
本
願
寺
初
而
御
禮
二
被
参
候
由
候
、

　
無
御
入
故
、
御
相
絆
二
候
，
承
認
間
参
上
、
（
中
略
）
本
門
盆
立
候
後
迄
伺
候
申
候
、

　
十
二
月
四
a
、
天
晴
、
大
佛
炎
上
、
（
巾
隆
御
見
舞
之
衆
数
多
、
本
願
寺
隠
居
早
々
被
越
、

こ
、
に
も
教
如
は
省
隙
居
と
稔
せ
ら
れ
て
居
る
。

慶
長
八
年
に
は
、
言
維
獅
記
、
七
月
七
揖
、
二
條
城
殿
中
能
筆
の
條
に
、
「
眞
溜
院
本
願
寺
」
と
あ
る
。
眞
浮
院
は
印

信
添
院
で
、
教
如
の
こ
と
を
い
ふ
の
5
あ
る
。

慶
長
九
年
に
は
、

　
御
湯
殿
上
日
認
　
正
欝
八
臼
、
ほ
ん
く
笹
ん
寺
い
ん
き
ょ
よ
り
、
轟
と
し
⑳
御
濯
い
と
し
て
、
五
百
疋
上
る
、

　
八
月
鎌
口
、
ゑ
ん
ゑ
や
う
み
ん
さ
ん
た
い
申
さ
る
～
、

こ
の
八
月
三
十
欝
の
敏
如
参
内
の
こ
と
を
、
舟
橋
秀
賢
の
慶
長
田
件
録
に
は
、
「
七
條
本
願
寺
墾
内
」
と
あ
る
。
こ
れ
は

當
時
東
西
の
鷲
別
が
な
か
っ
た
爲
め
に
、
侮
心
な
ぐ
七
條
本
願
寺
と
書
い
た
も
の
で
あ
ら
う
。
若
し
敏
如
が
一
派
濁
立

し
て
居
た
な
ら
ば
、
か
や
う
な
書
方
を
せ
す
、
之
を
涯
領
す
る
爲
め
の
書
方
を
す
べ
き
筈
で
あ
る
。
そ
の
澄
糠
に
に
、

九
月
二
十
六
臼
、
、
准
如
の
僧
正
成
謝
恩
の
記
事
に
、
慶
長
日
件
録
に
は
、
同
じ
く
「
本
願
寺
」
と
あ
る
。
御
湯
殿
上
日
記

に
も
、
教
如
の
場
合
に
は
、
右
の
如
風
、
「
、
ほ
ん
く
セ
ん
深
い
ん
き
よ
」
叉
は
「
ゑ
ん
ゑ
や
う
み
ん
」
と
あ
る
が
、
真
如
の

（、エs・〉



場
合
に
は
「
，
ほ
ん
く
包
ん
寺
」
と
あ
る
。
翻
本
願
寺
は
爪
何
一
つ
で
あ
っ
ね
の
で
あ
る
。

　
西
潟
院
蒔
慶
卿
記
、
こ
の
年
の
本
願
寺
に
閥
す
る
記
事
は
、
甚
多
く
て
、
一
々
畢
げ
る
に
蓬
な
い
が
、
准
如
の
場
合

に
は
、
必
「
本
願
寺
」
「
装
置
門
跡
」
「
本
門
」
（
部
本
願
寺
門
跡
の
略
）
と
あ
り
、
敏
如
の
場
合
に
は
、
常
に
「
信
門
」
「
儒
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
舞
）

院
」
「
七
條
懸
居
」
と
あ
る
。
（
た
や
、
八
月
六
日
の
條
に
、
「
七
條
へ
見
回
、
西
に
は
、
豊
前
守
客
人
に
て
、
能
在
之
由
候

間
、
圓
山
若
狭
へ
書
置
、
振
当
へ
も
言
置
、
風
呂
に
被
居
由
也
」
と
あ
る
Q
こ
～
に
「
蔵
」
と
あ
る
よ
り
見
、
れ
ば
、
之
に

延
し
て
、
追
丁
は
「
東
」
で
あ
ら
う
ど
い
ふ
考
も
あ
ら
う
が
、
こ
、
の
「
爾
」
と
い
ふ
の
は
、
垂
穂
の
こ
と
で
は
な
く
て
、

興
正
寺
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
言
維
卿
記
七
年
十
二
月
一
購
の
條
に
、
「
本
願
寺
御
上
人
へ
指
向
、
酒
有
之
、

次
翫
へ
簡
」
・
あ
・
を
以
て
暴
れ
・
．
）
・
れ
よ
書
聖
＋
九
年
敏
如
の
舞
薯
ま
で
、
い
言
桑
芳
㈹

で
あ
る
。
而
し
て
そ
の
寂
す
る
時
の
記
事
に
は
、
「
十
月
細
田
、
七
條
懸
垂
ノ
門
跡
被
蕩
由
候
」
と
あ
る
。

　
是
等
を
以
て
看
れ
ば
、
敏
如
の
存
生
中
に
は
、
本
願
寺
の
分
立
の
興
信
は
、
少
く
と
も
當
時
の
日
記
類
に
於
て
は
認

め
ら
れ
な
い
事
で
あ
る
。

　
ま
た
、
仁
和
寺
丈
書
に
、
十
年
八
月
十
六
臼
、
仁
和
寺
宮
を
以
て
諸
門
跡
の
首
塵
と
な
す
に
つ
い
て
、
豊
光
寺
承
琵

の
書
妖
が
あ
る
。
そ
の
中
に
、
「
今
日
者
、
責
具
門
跡
へ
墾
候
、
明
日
早
天
可
然
候
」
と
あ
る
。
若
し
當
時
敏
如
が
一
派

猫
呈
し
て
居
た
と
す
る
な
ら
ば
、
承
莞
の
如
き
寺
院
行
政
に
與
か
つ
て
野
里
も
の
は
、
必
そ
の
分
別
あ
っ
て
然
る
べ
き

で
あ
る
。
然
る
に
、
こ
～
に
た
“
「
七
重
門
跡
」
と
あ
る
の
は
、
偶
，
以
て
そ
の
一
ケ
寺
の
み
な
る
こ
と
を
心
す
る
も
の

　
　
　
　
憲
趣
氷
・
願
轟
望
の
繍
乱
立
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
一
二
巻
　

第
｝
囲
畑
島
脳
　
　
山
ハ
五
一



　
　
　
　
渠
藝
の
搦
立
に
3
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箋
士
初
筆
號
奈
二

で
あ
砲
、

ま
た
壬
生
孝
亮
宿
禰
日
次
謁
＋
三
年
正
月
＋
百
の
條
に
、
「
二
條
殿
御
成
七
転
門
跡
本
願
寺
許
、
抜
伽
他
行
還

御
」
と
み
る
、
壬
生
孝
亮
は
太
政
官
の
軍
書
を
掌
る
宮
務
の
家
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
、
前
の
承
莞
の
場
合
ど
同
じ
C
、

分
別
み
る
べ
き
筈
で
あ
る
が
斗
そ
れ
の
無
い
所
を
見
れ
ば
西
暫
時
教
如
の
一
派
掲
立
し
て
な
か
っ
た
こ
と
を
画
す
る
も

の
で
あ
る
。

　
践
家
方
の
記
録
で
は
、
當
代
記
に
、
十
三
年
諸
大
名
が
駿
府
へ
進
物
の
條
に
、

　
六
月
廿
五
日

一
、
拾
焦
絹
　
　
六
條
喬
跡
　
　
　
　
　
　
　
調

と
あ
り
、
駿
府
記
に
於
て
も
、
或
は
本
願
寺
門
主
と
い
ひ
、
或
は
本
願
寺
門
跡
と
あ
る
の
は
、
皆
准
如
を
指
す
・
も
の
で

あ
る
Q

　
か
く
の
如
く
、
慶
長
年
申
の
藏
記
及
び
丈
書
に
見
ゆ
る
所
で
は
、
，
本
願
寺
は
、
た
や
一
派
あ
る
の
み
で
、
二
野
あ
っ

た
と
い
ふ
趣
は
全
く
見
え
な
い
の
で
あ
る
。

教
導
し
て
・
纂
の
代
乞
う
て
は
盃
掛
麹
院
あ
名
を
以
て
呼
ば
れ
つ
・
・
い
っ
と
な
ノ
＼
フ
・
あ
掲
妾
認

め
鉦
れ
た
も
の
・
や
う
で
あ
る
。
翻
ち
駿
府
認
に
は
、

　
慶
長
十
九
年
十
二
月
廿
九
口
、
信
乗
院
御
蜀
晃
、



　
元
和
元
年
八
月
朔
、
信
乗
院
門
跡
御
禮
、

本
光
國
師
日
記
に
は
、

　
元
和
二
年
三
月
廿
四
日
、
信
門
跡
使
者
來
、
三
月
十
九
日
準
歌
來

　
同
廿
六
日
、
信
…
門
跡
へ
返
書
遣
ス

と
あ
る
。

時
慶
卿
記
に
は
、

　
元
和
七
年
三
月
十
六
田
、
七
條
東
ノ
門
主
へ
、
茶
ノ
義
、
粟
津
大
進
法
印
マ
テ
・
甲
候
庭
、
門
主
他
出
未
定
也
、

早
黄
篠
東
購
來
廿
亘
可
纂
全
候
　
　
　
　
　
　
　
㈹

　
同
十
九
日
、
過
刻
條
門
主
へ
、
廿
一
軸
茶
ノ
禮
二
越
、
大
進
二
封
顔
候
爵
、
錫
一
遣
候
、
門
外
ヨ
リ
齢
、

と
あ
る
・
こ
、
に
は
明
か
に
、
七
條
東
門
跡
又
は
門
主
と
あ
る
。
然
る
に
之
と
同
時
に
、
ま
た
信
澤
院
勾
配
の
汎
称
が

併
用
せ
ら
れ
て
居
る
。
師
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
浮
）

　
時
慶
卿
記
、
同
年
三
月
廿
一
臼
、
午
刻
、
信
常
院
数
奇
酒
煮
相
件
、

同
廿
二
日
、
信
門
へ
見
廻
状
、
彼
方
ヨ
リ
先
状
ア
ソ
、
返
事
候
、
後
二
予
越
、
封
顔
候
、

と
あ
る
。
こ
れ
等
に
由
う
て
罹
れ
ば
、
元
和
の
初
縁
に
は
、
藤
慣
に
從
う
て
、
便
宜
信
浮
院
と
い
ふ
蕎
稔
を
用
ひ
つ
、

一
派
の
濁
立
が
、
い
っ
と
な
く
世
間
か
ら
認
め
ら
れ
て
居
た
や
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
染
筆
の
墾
養
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
笙
＋
三
戸
鶴
號
，
六
五
三



　
　
　
　
山
隷
議
小
聖
毒
の
欄
蜘
論
鳳
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
篇
㎜
二
十
三
巻
　
　
餓
浬
鋤
號
　
　
　
轟
ハ
五
識

　
然
ら
ば
、
そ
の
軍
立
の
時
期
獣
何
時
で
あ
っ
た
か
。
こ
の
問
題
を
解
く
に
つ
い
て
は
、
左
の
丈
書
は
、
共
瀾
鍵
と
な

る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
武
家
嚴
制
録
（
十
三
）

　
本
願
寺
内
敷
地
御
寄
附
獣

　
當
壽
内
敷
地
蔓
、
六
條
甲
羅
之
問
、
方
四
丁
分
所
令
寄
附
也
、
全
領
掌
不
可
有
相
桜
之
状
如
件

　
　
　
元
和
五
年
九
月
十
五
日
　
　
　
御
字
，
御
劉

　
　
　
　
　
　
本
願
寺
殿
需
家
感
歌
録
二
＋
九
阿
文
）

大
奪
替
撃
藩
の
板
藤
書
聖
は
、
蓋
し
・
の
時
の
も
の
で
あ
一
．
　
　
　
　
倒

　
態
致
啓
上
候
、
其
寺
境
内
之
事
、
六
條
七
條
選
一
四
町
四
方
、
先
年
相
様
様
一
章
被
渡
申
楽
、
今
度
得
上
意
候
庭
、

　
彌
無
相
違
候
旨
、
御
直
情
被
成
候
、
則
粟
津
大
進
へ
渡
申
候
、
珍
重
可
被
存
候
、
恐
怪
謹
言
、

　
　
　
九
月
十
五
B
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
板
倉
伊
賀
守
勝
璽
　
甘
草

　
　
　
　
　
　
本
願
寺
雑
掌

　
大
谷
寺
誌
に
は
、
こ
の
丈
害
を
以
て
、
家
康
の
東
本
願
寺
取
立
の
時
、
郎
慶
長
七
年
の
も
の
と
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ

マ
れ
は
誤
で
あ
る
。
そ
の
故
は
、
文
章
に
、
先
年
相
國
檬
駕
仰
被
渡
と
あ
る
に
よ
り
て
、
家
康
の
時
の
も
の
で
は
な
く
、

そ
の
麗
後
の
も
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
元
和
の
頃
に
、
家
塵
を
相
愛
標
と
い
ふ
こ
と
は
、
本
章
國
師
田
記
、
梵



舜
日
記
等
に
屡
、
見
え
る
。
ま
た
署
名
に
伊
賀
守
と
あ
る
を
以
て
見
て
も
、
慶
長
七
年
の
も
の
で
な
い
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
勝
重
が
、
伊
智
　
守
と
な
っ
た
の
は
、
入
年
二
月
で
あ
る
こ
と
は
、
前
に
も
蓮
べ
淀
通
り
で
あ
る
。

　
金
鍮
記
に
見
ゆ
る
左
の
一
飾
の
如
き
も
、
ま
た
参
考
と
す
べ
き
も
の
で
あ
ち
う
。

敷
如
ハ
、
新
地
へ
移
佳
ヨ
ソ
、
＋
四
年
ノ
後
、
慶
長
＋
九
年
甲
寅
＋
月
五
日
、
五
＋
七
歳
ニ
ナ
往
生
セ
ラ
レ
、
東
ノ

河
墜
葬
嘩
ソ
。
宣
轟
穫
＋
義
ニ
シ
テ
相
績
ア
ジ
。
寒
享
保
・
些
テ
、
藩
院
・
申
シ
、
諸
方
・

　
書
札
二
卍
信
門
ト
カ
・
レ
シ
カ
、
イ
ツ
ト
モ
ナ
ク
本
願
寺
ト
イ
ヒ
ナ
メ
ヤ
ウ
ニ
ナ
ソ
ヶ
ジ
○
公
儀
ヲ
ツ
ク
ワ
ヒ
、
サ

　
マ
く
ノ
賄
賂
ヲ
モ
テ
、
公
．
儀
ノ
御
内
書
ニ
モ
、
本
願
寺
殿
ト
カ
キ
イ
ツ
ル
ヤ
ウ
ニ
、
妄
誕
ア
ジ
ケ
ル
ナ
ソ
○

あ
無
蓋
派
の
書
で
あ
盈
よ
つ
て
、
多
悪
し
ざ
ま
に
書
い
て
三
重
そ
の
薫
は
中
ら
す
と
讐
蘂
ら
倒

ざ
る
も
の
、
や
う
で
あ
る
。
ま
た
表
裏
問
答
に
も
、
裏
方
濁
立
の
こ
と
を
記
し
て
、
十
五
年
已
來
と
あ
る
。
こ
の
書
は

奥
書
に
、
著
者
志
無
比
、
本
願
寺
は
天
満
に
在
り
、
知
命
比
よ
り
著
者
在
越
し
て
、
輪
虫
自
筆
等
を
寓
し
て
誰
と
な
し

こ
の
書
を
著
す
と
あ
る
。
師
天
正
十
四
年
の
比
十
五
歳
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
知
命
の
五
十
歳
の
時
は
、
元
和
六

年
の
比
に
當
る
。
そ
の
頃
よ
り
材
料
を
集
め
て
、
之
を
上
板
し
た
の
は
、
寛
永
十
五
年
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
書
の
で
き

た
の
は
寛
永
十
年
の
頃
で
も
あ
ら
う
か
。
そ
れ
よ
り
十
五
年
前
に
裏
方
掲
立
と
い
へ
ば
、
元
和
五
六
年
頃
に
當
る
ρ
こ

の
書
も
鵬
派
の
書
で
は
あ
る
が
、
こ
の
黙
に
於
て
は
、
そ
の
所
説
は
大
君
中
っ
て
居
る
や
う
に
思
は
れ
る
。

、
以
上
を
綜
合
す
れ
ば
、
「
東
門
跡
」
が
一
、
般
に
認
め
ら
れ
た
の
は
、
そ
の
時
日
は
明
か
で
な
い
が
、
凡
そ
元
和
の
初
頃

　
　
　
　
東
本
願
噂
の
蜀
立
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕗
二
十
雛
　
巻
　
鑛
四
葬
　
　
六
五
五



　
　
　
　
棄
本
畷
毒
の
脚
立
に
，
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魏
二
一
華
曇
一
節
　
第
闘
號
　
　
　
六
五
喫
驚

よ
議
し
て
、
、
・
い
っ
と
な
く
蜀
益
し
て
一
派
を
成
し
、
本
願
寺
門
跡
を
稻
す
る
や
う
に
な
っ
て
居
だ
の
を
、
元
和
五
年
駕

至
て
、
由
に
脚
鷹
よ
り
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
か
や
う
に
し
て
、
時
慶
卿
記
に
も
、
元
和
七
年
に
は
寅
門
跡
≒
七

黒
黒
の
門
主
」
と
記
す
や
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
信
稠
、
信
澤
院
の
稔
呼
は
、
元
和
以
前
と
そ
の
以
後
と

に
於
て
、
三
昧
の
相
違
を
回
し
た
の
で
あ
る
。

　
蓋
し
敏
如
の
存
生
中
に
あ
っ
て
は
、
東
本
願
寺
は
不
確
聖
心
の
資
格
で
あ
り
、
そ
の
蓑
面
に
於
て
は
、
爾
善
導
の
資

格
で
其
内
實
は
一
派
濁
点
し
て
居
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
寂
後
に
、
宣
如
の
嗣
ぐ
に
及
ん
で
は
、
最
早
隠
居
と
し
て
取

扱
ふ
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
。
是
に
於
て
、
幕
府
…
へ
の
御
目
見
其
他
の
待
遇
上
、
さ
き
に
曖
昧
に
付
せ
ら
れ
て
居
た

問
腰
、
之
羨
等
・
の
必
蓼
導
て
、
論
難
も
公
総
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
－
な
っ
た
。
そ
・
で
、
元
和
五
倒

年
を
以
て
、
寺
地
の
寄
附
を
明
に
認
め
淀
の
で
あ
ら
う
。
こ
れ
よ
り
後
、
信
温
潤
は
「
東
門
跡
」
「
本
願
寺
」
と
な
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
述
ぶ
る
所
に
よ
り
て
、
慶
長
七
年
、
家
康
の
東
本
願
毒
取
立
と
い
ふ
傳
説
を
批
愉
し
了
つ
た
。
以
下
、
更
に
こ

の
取
立
が
、
家
康
の
政
策
に
磨
た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
説
に
つ
い
て
辮
じ
ょ
う
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
四
、
東
本
願
寺
取
立
は
家
康
の
政
策
に
鳩
つ
と
い
ふ
説
を
難
ず

［
世
に
黙
す
一
家
康
が
数
如
を
し
て
東
本
願
寺
の
一
派
を
建
て
し
め
た
の
は
、
一
向
宗
徒
の
勢
力
二
分
の
考
に
出
で
、

其
巧
妙
な
る
宗
教
政
策
に
由
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
こ
の
政
策
は
、
も
と
本
多
正
信
の
献
言
に
依
る
も
の
で
あ
る



と
α
こ
の
説
の
起
り
は
、
蓋
し
永
日
記
及
び
見
聞
随
筆
等
で
あ
る
。
永
臼
記
は
永
井
鷺
陶
守
直
溝
の
記
で
、
寛
永
よ
ゆ

以
後
寛
文
以
前
の
書
で
あ
る
。
「
こ
れ
に
は
、
關
原
盤
に
際
し
、
敏
如
が
家
康
を
江
戸
に
見
舞
つ
た
時
に
、
正
信
は
家
康

に
拗
め
て
、
「
門
徒
も
思
付
候
は
ん
」
と
敏
如
を
留
め
よ
う
と
し
た
が
、
家
康
は
之
を
埋
け
て
、
後
日
に
な
っ
て
、
眞
宗

の
坊
主
を
語
ら
う
て
天
下
を
取
っ
た
な
ど
と
い
は
れ
る
の
は
残
念
で
あ
る
と
て
、
教
如
を
蹄
ら
し
め
た
。
さ
て
役
終
っ

て
後
、
敏
如
が
家
康
に
謁
し
た
時
に
、
家
康
は
准
如
が
石
田
三
成
に
同
情
を
表
し
た
の
に
反
し
て
、
敏
如
が
自
分
に
味

方
し
た
に
よ
っ
て
、
「
末
子
（
准
如
）
を
御
つ
ふ
し
被
成
、
御
長
子
（
躍
如
〉
を
御
立
可
天
成
」
と
い
っ
た
の
を
、
非
伊
直
政
、

淺
野
幸
長
が
、
事
事
の
爲
に
救
解
し
、
．
本
多
正
信
は
「
長
子
を
贔
負
に
思
ひ
、
末
子
を
は
悪
み
け
れ
と
も
、
」
家
康
に
申

し
て
い
ふ
に
は
、
「
此
度
芳
御
つ
ふ
し
候
爵
墾
存
候
ニ
ッ
に
裂
憲
く
候
ヘ
ハ
、
何
事
そ
と
申
讐
仕
岡

安
く
御
座
候
、
門
徒
も
一
ッ
に
な
り
候
へ
の
、
自
然
の
時
も
六
ッ
ケ
敷
候
、
爾
方
立
浮
管
に
、
御
つ
ふ
し
被
成
事
御
無

用
」
志
い
つ
だ
の
で
、
家
康
共
策
を
納
れ
て
、
右
方
を
立
つ
や
う
に
し
た
の
で
あ
る
と
あ
る
。

イ
見
聞
随
筆
に
は
、
更
に
之
を
敷
醸
し
て
、
「
此
敏
如
脳
髄
聖
訓
懇
輝
け
る
上
、
前
々
よ
り
、
一
向
宗
ハ
諸
民
信
仰
深
し
、

信
長
の
御
冠
も
、
度
々
合
戦
有
、
其
響
よ
b
事
起
り
、
三
州
に
て
も
、
土
呂
、
針
崎
、
佐
々
木
上
宮
寺
杯
、
御
難
儀
に

て
、
末
々
六
ケ
敷
思
召
、
門
跡
を
爾
派
に
わ
が
ち
、
人
の
心
も
ニ
ッ
に
わ
か
り
、
何
事
に
付
て
も
固
溝
せ
さ
る
様
に
と

思
召
、
六
一
又
、
教
如
を
痛
撃
思
召
け
る
に
や
、
六
條
の
東
二
而
、
町
家
を
彿
ひ
捨
、
御
堂
の
地
を
被
避
け
る
、
是
東

門
跡
也
」
と
あ
る
。
親
藩
以
來
由
緒
書
、
本
願
寺
系
圖
、
教
如
上
人
事
書
、
本
願
寺
由
緒
記
等
、
東
派
の
書
の
記
す
所

　
　
　
　
宙
小
本
願
券
の
割
蜘
轟
轟
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
櫨
謝
ご
十
～
一
一
巻
　
　
第
閃
回
擁
　
　
　
轟
ハ
五
七



　
　
　
　
東
本
願
専
の
繍
岬
繰
網
↑
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
餓
擢
二
十
三
療
焔
　
第
鋤
桝
號
　
　
　
山
ハ
一
際
八

ま
た
大
抵
同
趣
意
で
あ
る
。
新
非
白
石
む
亦
、
高
野
山
事
事
に
於
て
、
こ
の
事
を
論
じ
、
高
野
山
の
行
人
學
侶
の
勢
力

分
割
に
比
較
し
て
、
家
康
の
深
謀
蓮
慮
を
幕
賛
し
て
居
る
つ

　
こ
れ
等
の
説
は
、
要
す
る
に
、
家
康
は
さ
き
℃
、
永
緑
六
七
年
の
一
向
一
揆
に
苦
め
ら
れ
て
、
自
ら
辛
き
纏
験
を
嘗

め
、
ま
た
後
に
は
、
信
長
と
本
願
寺
と
の
交
捗
を
目
購
し
て
、
鳳
向
衆
の
勢
力
の
侮
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
熟
知
し
て

居
る
の
で
、
關
原
役
の
際
、
教
如
の
勢
に
報
い
ん
爲
め
、
一
派
塁
壁
を
許
し
、
之
に
由
っ
て
、
本
願
寺
の
勢
力
を
分
割

し
て
、
爾
派
相
制
心
せ
し
め
、
以
て
之
を
駕
御
し
易
か
ち
し
め
た
の
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

　
こ
の
設
は
、
一
撃
は
尤
も
の
や
う
に
聞
え
、
且
つ
興
味
の
多
い
解
繹
で
あ
る
が
、
然
し
な
が
ら
、
猶
深
く
考
へ
て
み

れ
ば
、
畢
覧
後
人
の
臆
説
で
あ
っ
て
、
後
世
の
推
測
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
如
何
に
も
、
か
の
戦
國
蒔
代
に

於
け
る
本
願
寺
の
勢
力
の
縄
大
な
る
を
看
、
ま
た
一
方
に
は
、
家
康
が
一
向
一
揆
の
経
験
に
よ
っ
て
、
そ
の
潤
徒
の
團

結
が
頑
強
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
ひ
、
之
を
後
年
東
彌
本
願
寺
の
勢
力
爾
醸
し
て
爾
派
互
に
軋
礫
し
て
相
傘
肘
し
だ
事
實

と
併
せ
考
へ
、
そ
の
問
に
困
果
關
係
を
結
び
つ
け
て
み
る
な
ら
ば
、
こ
の
分
立
は
、
必
ず
家
康
若
く
は
當
事
者
が
、
特

に
あ
る
意
味
を
以
て
計
書
的
に
し
た
こ
と
で
あ
ら
う
と
思
ふ
で
あ
ら
う
。
而
し
て
當
蒋
に
あ
っ
て
、
最
も
深
謀
遠
慮
の

聞
え
あ
り
、
幕
府
の
柱
石
と
⊥
て
、
常
に
野
鼠
機
を
握
っ
て
居
た
本
多
正
信
は
、
必
其
政
略
案
出
者
の
中
に
加
へ
も
れ

な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
こ
れ
や
が
て
、
か
の
分
立
政
略
説
の
出
允
所
以
で
あ
る
沿
而
し
て
、
か
く
の
如
く
に
し
て
一
か

の
本
願
寺
分
立
一
件
は
、
歴
史
上
頗
る
興
味
あ
る
事
件
と
な
る
で
あ
ら
う
。
然
し
な
が
ち
、
か
く
の
如
き
は
、
畢
寛
所

（飽〉



謂
牽
強
附
會
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
て
．
折
角
興
味
深
げ
に
思
は
れ
た
事
件
も
、
そ
の
根
概
に
於
て
、
前
提
に
相
違

し
て
居
る
の
を
如
何
せ
ん
。
師
ち
事
實
は
、
既
に
縷
面
し
た
如
く
、
東
西
分
派
の
事
は
、
當
底
面
だ
起
ら
な
か
っ
た
事

で
あ
っ
て
、
蕊
取
の
存
生
中
に
は
、
東
本
願
寺
は
未
だ
一
派
を
成
さ
す
、
猫
隠
居
の
身
分
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
然
る

に
其
隠
居
の
家
は
、
い
つ
し
か
分
離
し
て
、
｝
家
を
成
し
、
途
に
東
本
願
寺
は
↓
派
を
成
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
當

時
に
あ
っ
て
は
、
教
如
は
た
や
隠
罵
の
風
霜
履
よ
り
脱
し
て
、
新
に
寺
地
を
賜
は
り
、
　
一
寺
を
建
て
た
け
れ
ど
も
、
そ

れ
は
猶
一
派
猫
立
で
は
な
く
し
て
、
隠
居
の
資
格
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
事
實
既
に
か
く
の
如
く
な
る
聖
以
て
、
之
を

家
康
の
政
略
に
出
た
と
い
ふ
の
も
、
そ
の
根
糠
甚
薄
弱
な
り
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
搬
。

想
ふ
に
、
鷲
が
、
諮
に
婆
響
寺
を
建
て
し
め
た
の
賎
あ
み
重
大
な
る
藻
の
あ
垂
．
盛
ε
て
倒

た
や
一
時
便
宜
の
庭
澱
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
時
勢
の
推
移
す
る
に
随
っ
て
、
稽
重
大
な
る
結
果
を
汚
し
、

自
か
ら
本
願
寺
勢
力
二
分
の
状
態
を
成
す
に
至
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

　
初
め
瀾
ケ
原
役
に
際
し
、
准
如
は
、
家
康
の
敵
に
同
情
を
表
し
た
に
反
し
て
、
敏
如
が
家
康
に
好
意
を
通
じ
た
に
よ

っ
て
、
二
人
に
封
ず
る
家
康
の
戚
情
は
、
其
問
に
蓬
庭
が
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
そ
こ
で
、
家
康
は
教
程
の
．
境
遇
に
同
回

し
て
、
読
め
に
寺
地
を
與
へ
て
、
一
介
を
建
立
せ
し
め
た
の
で
あ
ら
う
。
然
し
な
が
ら
、
特
に
一
派
の
而
立
を
許
す
ほ

ど
明
確
な
る
態
度
は
探
ら
す
し
て
、
漫
然
新
地
に
寺
院
建
立
を
許
し
た
の
で
あ
る
。
敏
如
は
帥
ち
妙
安
寺
よ
り
木
像
を

迎
へ
て
、
之
を
本
曾
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
蜘
果
本
志
…
寺
の
欄
蜘
立
に
つ
い
で
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
∴
二
巻
　
　
餓
浬
四
號
　
　
　
六
五
九



　
　
　
　
東
本
瀟
…
毒
の
麟
黛
漁
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魏
二
一
十
三
藻
仙
　
第
四
一
號
　
　
　
編
鯉
山
ハ
○

　
「
か
く
て
、
総
勢
は
、
猛
ハ
機
敏
の
費
を
以
て
、
そ
の
信
徒
吸
牧
に
努
め
、
い
っ
と
な
く
其
勢
力
を
形
成
す
る
に
至
っ
た

の
で
あ
る
。
既
に
慶
長
二
年
に
於
て
、
三
河
の
三
箇
寺
（
上
宮
寺
、
勝
纒
寺
、
本
影
寺
）
は
敏
如
に
焦
し
て
、
准
寺
方
の

額
田
郡
福
島
の
本
宗
寺
一
派
と
孚
ひ
、
三
箇
寺
の
下
坊
主
一
同
は
蓮
署
し
て
、
門
徒
衆
が
一
，
人
で
も
礪
島
へ
参
詣
す
る

者
あ
ら
ば
、
生
死
一
大
事
の
時
導
師
仕
る
ま
じ
と
、
誓
紙
を
上
っ
た
こ
乏
が
あ
る
。
（
上
田
叢
説
録
）

　
ま
た
慶
長
十
四
年
三
月
に
、
敏
如
が
江
戸
下
向
の
際
、
勝
髭
寺
に
宿
っ
た
時
、
教
如
へ
伺
候
し
な
か
っ
た
末
寺
が
あ

っ
た
の
で
、
そ
の
不
参
者
を
嚴
罰
に
庭
せ
ら
れ
だ
い
と
、
門
徒
衆
百
七
十
五
名
が
連
饗
し
て
、
勝
里
馬
へ
訴
へ
出
た
こ

と
が
あ
る
。
（
勝
鎚
券
丈
書
）

　
永
日
記
に
、
「
長
子
ハ
隠
居
に
て
、
寺
内
に
居
ら
る
、
乍
去
、
門
徒
と
も
ハ
、
惣
領
な
れ
ハ
と
て
、
懸
居
を
贔
負
に
思

庵
有
、
又
と
か
く
寺
に
つ
く
門
徒
な
れ
ハ
と
て
、
當
佳
に
思
付
も
あ
り
、
爾
派
に
分
れ
け
り
」
と
あ
る
の
も
、
そ
の
懸

居
の
謄
よ
り
．
門
徒
の
分
れ
て
居
た
趣
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
見
聞
随
筆
に
も
、
敏
如
は
准
如
に
譲
っ
た
後
、
「
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
品
）

國
へ
出
、
説
法
を
衝
心
、
學
問
も
鯨
程
能
、
人
賓
と
も
に
他
の
見
る
所
能
上
人
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
寺
を
建
て
た
後
、

「
末
寺
且
方
も
東
方
へ
志
腐
輩
は
、
皆
彼
方
ぬ
移
り
て
爾
派
の
如
な
れ
り
」
と
あ
る
。
こ
の
記
事
の
如
く
、
當
蒔
は
「
爾

派
の
如
く
に
な
っ
た
の
で
、
未
だ
公
然
と
爾
派
を
成
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
か
く
の
如
く
に
し
て
、
慮
然
の
結
果
は
、
漸
く
本
願
寺
の
分
立
を
成
し
た
の
で
あ
る
。
恐
る
べ
か
り
し
一
向
宗
の
勢

力
も
、
今
は
逆
罰
ぜ
ら
れ
て
、
爾
派
互
に
制
覚
す
る
や
う
な
形
勢
に
な
っ
た
。
是
に
於
て
、
論
者
の
所
謂
幕
府
の
政
策

（　2‘1　）



は
實
行
せ
ら
る
、
や
う
に
な
つ
だ
の
で
あ
っ
て
、
幕
府
が
初
め
よ
り
そ
の
考
を
以
て
分
立
し
た
の
で
は
な
い
。
遮
れ
は

回
覧
時
勢
の
推
移
に
由
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
政
治
家
の
作
爲
に
由
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
東
西
本
願
寺
の
信
徒
は
一
自

然
に
二
分
せ
ら
る
べ
く
し
て
二
分
し
た
。
共
機
會
を
把
握
し
た
の
は
、
敏
如
の
英
遮
た
ひ
る
天
資
に
依
る
の
で
あ
る
。
教

如
は
、
と
に
か
く
、
十
数
年
間
追
福
如
を
助
け
て
信
長
に
反
抗
し
た
目
代
の
傑
偲
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
正
當
な
る
本
願

寺
の
世
嗣
で
あ
っ
た
に
拘
ら
す
、
不
幸
の
．
境
遇
に
あ
る
を
氣
の
毒
に
思
ふ
信
徒
の
同
梼
と
、
教
如
自
ら
努
力
し
て
信
徒

の
徳
化
に
つ
と
め
た
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
新
し
い
勢
力
を
作
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
間
に
、
政
治
上
の
灌
力

が
加
は
つ
た
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。

縫
に
、
本
願
雰
峯
以
て
本
多
正
信
の
献
策
に
出
た
も
の
で
あ
・
と
い
ふ
の
は
、
正
信
警
が
永
巌
の
一
向
函

揆
に
輿
み
し
た
緯
験
に
よ
り
て
、
宗
敏
團
膿
の
勢
力
を
遣
り
得
た
の
と
、
ま
た
か
の
本
佐
録
が
彼
の
著
作
で
あ
る
と
穂

せ
ら
る
、
が
如
く
、
誌
ハ
人
物
は
常
に
幕
府
の
智
嚢
と
し
て
、
挺
の
注
慧
を
引
い
た
こ
と
な
ど
に
由
っ
て
、
か
く
の
如
き

政
策
は
、
必
ず
彼
に
よ
っ
て
建
議
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ら
転
と
想
像
せ
ら
れ
た
に
由
る
こ
と
で
あ
ら
う
。

　
本
願
寺
分
立
の
事
は
、
他
に
も
之
に
類
似
の
例
が
あ
る
。
か
の
高
野
山
の
行
人
學
侶
の
勢
力
分
離
の
如
き
も
、
新
井

白
石
は
、
家
康
が
本
願
寺
に
於
け
る
と
岡
じ
深
謀
遽
慮
よ
り
爵
淀
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
居
る
。
然
し
な
が
ら
、
‘
こ
れ

も
黙
読
の
上
よ
り
懸
る
に
、
決
し
て
家
康
の
政
策
よ
り
転
た
も
の
で
は
な
い
。
家
康
は
初
め
、
高
野
山
の
蕉
來
の
慣
習

を
知
ら
す
し
て
、
行
人
方
の
文
殊
院
勢
響
に
全
山
の
構
を
附
し
た
が
、
そ
の
後
、
學
侶
方
の
抗
議
に
よ
っ
て
、
さ
き
の

　
　
　
　
東
本
願
寺
の
猫
脚
影
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
巻
第
四
號
　
六
六
…



　
　
　
　
蜜
準
本
革
…
毒
ゆ
㈹
撫
立
に
、
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
櫨
堆
二
十
ム
ニ
巻
　
　
櫨
雄
臨
職
鵬
　
　
　
山
ハ
轟
ハ
一
一

令
を
取
卜
し
、
之
を
雨
題
し
た
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
ひ
白
石
が
、
こ
の
事
件
を
以
て
、
本
願
寺
分
立
と
同
一
の
方
寸
よ

ヶ
出
た
・
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
の
は
、
北
ハ
事
件
の
顛
末
を
よ
く
調
べ
す
し
て
、
た
や
虻
一
跡
に
つ
い
て
推
察
を
下
し
た
も
の

で
、
、
事
實
の
本
末
先
後
を
談
っ
て
響
。
（
護
憲
鰭
籔
遜
麟
藍
雛
遊
の
）

　
ま
た
…
關
東
天
台
宗
の
分
立
の
如
き
も
、
　
一
面
よ
り
看
れ
ば
、
叡
山
の
勢
力
分
割
で
あ
る
。
璽
に
根
差
の
加
き
も
、
秀

吉
の
滅
却
に
遇
ひ
、
そ
の
後
家
康
は
、
そ
の
衆
徒
を
簸
し
㌦
所
謂
根
來
衆
は
た
“
の
武
士
と
し
て
養
は
れ
た
け
れ
ど
も

そ
の
本
寺
大
里
法
院
は
興
隆
せ
ら
れ
す
。
自
餓
の
諸
寺
の
復
興
は
盛
に
行
は
れ
た
け
れ
ど
も
、
根
來
の
み
は
依
然
と
し

て
奮
⑳
歌
態
の
ま
、
で
あ
っ
た
。
而
し
て
、
新
義
旗
言
は
、
智
豊
爾
山
に
分
れ
て
、
勢
力
は
角
ら
二
分
せ
ら
れ
た
の
で

あ
る
ρ
凡
そ
此
等
の
事
無
謬
願
書
あ
趣
を
同
じ
筈
・
も
の
で
、
饗
の
趨
叢
叢
ひ
、
黒
に
そ
の
⑳

勢
力
が
分
割
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
政
治
家
の
慧
志
が
多
く
加
は
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
之
を
要
す
る
に
、
東
西
本
願
寺
の
分
立
は
．
家
康
の
政
策
に
も
あ
ら
す
、
ま
た
本
多
正
信
の
献
言
に
由
る
に
も
あ
ら

す
。
そ
の
爾
派
を
成
し
た
の
は
自
然
の
錦
趨
で
あ
っ
て
、
幕
府
は
多
少
之
を
助
長
し
た
の
み
で
あ
る
。
之
を
家
康
の
政

策
で
あ
る
と
い
ふ
の
は
、
穿
つ
に
過
ぎ
た
と
い
ふ
べ
く
、
そ
の
事
の
跡
に
つ
い
て
、
後
世
よ
り
の
推
測
に
止
ま
る
も
の

で
あ
る
。


